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第
三
章　

中
学
生
の
こ
ろ

強
い
身
体
は
生
涯
の
財
産

　

私
が
入
学
し
た
滝
野
中
学
校
は
、
加
茂
小
学
校
と
滝
野
南
小
学
校
の
二
つ
の
小
学
校
か
ら
生
徒
が
集
ま
っ
て

く
る
。
生
徒
は
百
九
十
人
余
り
で
四
ク
ラ
ス
に
分
か
れ
て
い
た
。
小
学
生
の
と
き
か
ら
、
自
転
車
で
通
学
し
て

い
た
の
で
、
通
学
に
は
困
ら
な
い
は
ず
だ
が
、
か
な
り
遠
く
な
っ
た
の
で
通
学
は
、
相
変
わ
ら
ず
身
体
の
負
担

に
な
っ
た
。

　

中
学
生
に
な
る
と
部
活
動
が
始
ま
る
。
放
送
部
に
入
り
、
毎
朝
の
Ｂ
Ｇ
Ｍ
か
ら
連
絡
・
告
知
放
送
、
運
動
会

な
ど
の
諸
行
事
で
は
Ｂ
Ｇ
Ｍ
や
案
内
、
実
況
放
送
な
ど
を
経
験
し
た
。
機
械
に
強
く
、
ア
ン
プ
の
操
作
や
修
理

が
得
意
で
あ
っ
た
。

　

大
人
に
な
っ
て
か
ら
よ
く
酒
の
席
で
、「
税
理
士
に
な
っ
て
い
な
か
っ
た
ら
電
気
屋
に
な
っ
て
い
た
」
と
冗

談
を
言
っ
て
い
る
が
、
部
品
を
購
入
し
、
半
田
鏝
を
使
っ
て
ア
ン
プ
の
修
理
か
ら
ラ
ジ
オ
の
組
み
立
て
ま
で
を

行
っ
た
。
手
先
が
器
用
で
、
興
味
が
尽
き
な
か
っ
た
。
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中
学
生
に
な
れ
ば
科
目
ご
と
に
先
生
が
変
わ
る
。
好
き
な
科
目
、
得
意
な
科
目
は
、
数
学
、
理
科
、
英
語
、

国
語
の
順
で
あ
っ
た
。
大
西
健
之
先
生
の
理
科
、
後
藤
正
一
先
生
の
英
語
、
竹
内
毅
先
生
の
国
語
の
授
業
は
印

象
に
残
っ
て
い
る
。
ま
た
、
ノ
ミ
、
カ
ン
ナ
、
ノ
コ
ギ
リ
な
ど
を
使
っ
て
木
工
細
工
を
行
う
職
業
科
と
い
う
科

目
が
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
の
道
具
は
教
材
と
し
て
購
入
し
て
い
た
の
で
、
こ
の
道
具
を
使
っ
て
自
分
の
杖
を
作
っ

て
い
た
。
杉
材
の
柔
ら
か
い
も
の
を
使
い
楕
円
形
の
持
ち
や
す
い
形
に
し
、
最
後
は
サ
ン
ド
ペ
ー
パ
ー
で
磨
い

た
。
我
な
が
ら
誇
ら
し
く
思
っ
た
が
、
み
ん
な
に
は
黙
っ
て
い
た
。
現
在
使
っ
て
い
る
杖
は
、
中
学
校
の
同
級

生
で
、
タ
ン
ス
職
人
に
な
っ
た
田
中
峰
男
君
が
桜
材
で
作
っ
て
く
れ
た
。

　

中
学
二
年
生
の
と
き
に
、
大
阪
市
立
大
学
病
院
整
形
外
科
で
、
左
右
の
脚
長
差
を
調
整
す
る
た
め
の
手
術
を

受
け
た
。
普
通
に
成
長
す
る
左
足
の
成
長
を
止
め
、
悪
い
右
足
の
成
長
を
促
進
す
る
た
め
、
左
足
の
膝
の
軟
骨

に
金
属
の
ス
テ
ッ
プ
ル
を
八
本
打
ち
こ
み
、
右
足
の
膝
の
軟
骨
に
ボ
ル
ト
を
二
本
打
ち
こ
ん
だ
。

　

田
舎
暮
ら
し
の
私
が
、
大
阪
の
大
学
病
院
で
手
術
を
受
け
る
こ
と
に
な
っ
た
の
は
次
の
ご
縁
に
よ
る
。
小
学

五
年
生
の
夏
、
小
豆
島
に
お
い
て
神
戸
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
の
主
催
で
行
わ
れ
て
い
た
「
障
害
者
の
た
め
の
余
島
キ
ャ
ン

プ
」
に
参
加
し
た
。
隊
長
は
、
神
戸
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
の
今
井
鎮
雄
先
生
で
あ
り
、
後
に
国
際
ロ
ー
タ
リ
ー
の
理
事
を

務
め
た
方
で
あ
る
。
先
生
に
は
、
私
が
小
野
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
の
会
長
に
な
っ
た
と
き
、
い
ろ
い
ろ
ご
教
示

い
た
だ
い
た
。

　

こ
の
キ
ャ
ン
プ
に
、
大
阪
市
立
大
学
病
院
・
整
形
外
科
の
医
師
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
参
加
し
て
い
た
。
当
時
、
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大
阪
市
立
大
学
病
院
整
形
外
科
の
主
任
教
授
は
、
大
阪
大
学
か
ら
大
阪
市
立
大
学
に
移
り
、
後
に
川
崎
医
科
大

学
の
初
代
学
長
に
な
っ
た
水
野
祥
太
郎
と
い
う
有
名
な
先
生
で
あ
っ
た
。
そ
の
先
生
の
手
術
を
受
け
よ
う
と
父

母
が
決
め
た
。実
際
の
執
刀
医
は
、キ
ャ
ン
プ
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
参
加
さ
れ
て
い
た
講
師
の
木
下
先
生
で
あ
っ

た
。

　

当
時
は
先
端
的
手
術
で
あ
っ
た
そ
う
だ
が
、
左
足
の
成
長
が
強
く
、
ス
テ
ッ
プ
ル
が
折
れ
た
の
で
、
大
学
入

学
後
、
再
び
大
阪
市
立
大
学
病
院
に
入
院
し
て
こ
の
ス
テ
ッ
プ
ル
を
抜
い
た
。
今
の
左
右
の
脚
長
差
は
七
セ
ン

チ
で
あ
る
。

　

手
術
後
し
ば
ら
く
し
て
か
ら
、
補
装
具
な
る
も
の
を
作
っ
た
。
腰
を
幅
の
広
い
皮
の
ベ
ル
ト
で
縛
り
、
そ
こ

を
支
点
に
、
右
足
を
金
属
の
ジ
ョ
イ
ン
ト
で
上
下
に
動
か
し
て
、
杖
な
し
で
歩
く
こ
と
が
で
き
た
。

　

し
か
し
、
補
装
具
は
重
く
て
、
中
学
生
の
体
力
で
は
、
腰
か
ら
下
に
不
自
然
な
力
が
か
か
り
、
こ
れ
に
耐
え

ら
れ
ず
、
短
い
期
間
で
や
め
て
し
ま
っ
た
。
不
自
由
な
足
で
も
、
杖
を
持
っ
て
で
も
、
自
分
の
足
で
歩
け
る
こ

と
は
素
晴
ら
し
い
。

　

中
学
三
年
生
に
な
る
と
教
室
が
二
階
に
な
る
。
高
い
階
段
に
は
辟
易
し
た
が
、
時
間
を
か
け
、
手
摺
を
持
っ

て
昇の

ぼ
り
お
り降

し
た
。
後
に
、
滝
野
町
の
監
査
委
員
に
な
っ
て
、
こ
の
中
学
校
の
監
査
に
行
き
「
こ
の
階
段
に
は
困
っ

た
が
、そ
の
お
陰
で
今
は
手
摺
さ
え
あ
れ
ば
二
階
で
も
三
階
で
も
上
が
れ
る
。こ
れ
は
最
高
の
訓
練
だ
っ
た
」と
、

ポ
ツ
リ
と
感
想
を
述
べ
た
。
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そ
の
と
き
の
滝
野
中
学
校
に
は
、
ポ
リ
オ
後
遺
症
の
障
害
児
が
一
人
い
て
、
そ
の
生
徒
の
た
め
に
八
百
万
円

も
す
る
昇
降
機
を
公
費
で
購
入
し
て
い
た
。「
こ
れ
は
よ
い
措
置
で
は
な
い
。
一
番
適
切
な
対
処
方
法
は
、
生

徒
や
先
生
が
、
階
段
の
昇
降
時
に
、
そ
れ
と
な
く
そ
の
生
徒
の
前
後
に
い
て
、
転
げ
落
ち
る
危
険
か
ら
守
っ
て

や
る
こ
と
だ
。

　

中
学
生
の
頃
は
、
身
体
づ
く
り
の
時
期
で
あ
る
の
で
、
苦
労
し
て
身
体
を
鍛
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
昇
降

機
で
楽
を
す
る
の
は
一
時
で
、
階
段
を
上
が
れ
な
い
不
自
由
は
生
涯
続
く
。
全
国
ど
こ
へ
行
っ
て
も
階
段
は
あ

る
」
と
申
し
上
げ
た
。

　

居
合
わ
せ
た
校
長
以
下
教
育
委
員
会
の
関
係
者
は
、
誰
も
、
一
言
も
発
言
せ
ず
座
が
白
け
た
が
、
こ
れ
ほ
ど
、

正
鵠
を
得
た
監
査
指
摘
は
な
い
。
し
か
し
今
で
は
、
車
い
す
を
使
用
す
る
生
徒
が
一
人
も
い
な
い
小
中
学
校
の

二
階
建
て
の
校
舎
に
ま
で
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
が
あ
る
。
さ
す
が
に
生
徒
は
使
っ
て
い
な
い
。

　

就
学
延
期
で
、
一
年
遅
れ
て
小
学
校
に
入
っ
た
の
で
中
学
三
年
生
に
な
る
と
、
年
齢
が
十
六
歳
に
な
り
、
原

動
機
付
き
自
転
車
の
運
転
免
許
が
も
ら
え
た
。
自
転
車
に
補
助
エ
ン
ジ
ン
が
つ
い
た
ち
ゃ
ち
な
も
の
で
あ
っ
た

が
、
中
学
生
が
エ
ン
ジ
ン
付
の
自
転
車
に
乗
っ
て
通
学
す
る
の
は
い
か
に
も
異
様
で
あ
っ
た
。

　

た
だ
、
セ
ル
モ
ー
タ
ー
が
つ
い
て
い
な
か
っ
た
の
で
、
エ
ン
ジ
ン
が
す
ぐ
に
始
動
せ
ず
苦
労
し
た
こ
と
を
覚

え
て
い
る
。

　

近
年
、
メ
イ
ン
テ
ナ
ン
ス
を
お
願
い
し
て
い
た
丸
山
自
転
車
屋
さ
ん
か
ら
「
あ
ん
た
の
原
付
自
転
車
の
修
理
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に
は
困
っ
た
。
翌
日
の
通
学
ま
で
に
間
に
合
わ
す
た
め
に
夜
中
ま
で
か
か
っ
て
修
理
し
た
」
と
聞
か
さ
れ
た
。

　

小
学
校
か
ら
大
学
ま
で
の
間
に
、子
ど
も
用
自
転
車
二
台
、原
動
機
付
き
自
転
車
三
台
、ホ
ン
ダ
の
ス
ー
パ
ー

カ
ブ
三
台
を
乗
換
え
、
二
十
五
歳
の
と
き
に
普
通
車
の
免
許
を
取
っ
て
か
ら
現
在
ま
で
、
乗
用
車
は
十
五
台
く

ら
い
乗
り
換
え
た
。

　

自
転
車
や
乗
用
車
は
、
生
涯
、
私
の
足
に
な
り
、
ド
ア
ー
ツ
ー
ド
ア
ー
の
生
活
を
可
能
に
し
て
く
れ
た
。
原

付
も
、
ス
ー
パ
ー
カ
ブ
も
、
乗
用
車
も
、
足
ま
わ
り
は
、
左
足
仕
様
に
改
造
し
て
あ
る
。
い
つ
も
最
先
端
を
走
っ

て
い
た
か
ら
、
販
売
店
も
修
理
屋
さ
ん
も
み
ん
な
私
の
た
め
に
苦
労
し
て
く
れ
た
。

　

中
学
生
の
頃
に
は
生
き
る
力
の
基
本
を
学
ん
だ
。
三
年
生
の
担
任
で
あ
っ
た
竹
内
毅
先
生
か
ら
は
、
吉
田
兼

好
『
徒
然
草
』「
百
十
九
段
・
高
名
の
木
登
り
」
の
暗
唱
で
「
戒
め
」
の
教
え
を
受
け
た
「
何
事
も
調
子
に
乗
っ

て
は
い
け
な
い
」「
自
重
に
自
重
を
重
ね
よ
」
と
い
う
教
え
の
お
か
げ
で
大
き
な
過
ち
を
し
な
い
で
す
ん
だ
。

　

内
橋
昭
二
先
生
の
社
会
の
授
業
の
お
か
げ
で
、
新
聞
の
社
会
、
経
済
面
を
読
み
続
け
た
。
日
経
ビ
ジ
ネ
ス
は

じ
め
経
済
誌
、
日
経
、
朝
日
の
日
刊
二
紙
を
五
十
年
間
購
読
し
、
経
済
知
識
を
磨
き
、
小
論
を
書
い
て
き
た
。

　

後
藤
正
一
先
生
の
英
語
の
授
業
の
お
か
げ
で
、
英
語
が
得
意
に
な
り
、
ア
メ
リ
カ
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
、
カ
ナ
ダ
、

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、
ア
ジ
ア
の
国
々
を
十
数
回
旅
行
し
た
。

　

藤
原
正
己
先
生
の
音
楽
、
芹
生
政
夫
先
生
の
美
術
の
お
か
げ
で
及
第
点
が
も
ら
え
た
。
音
楽
、
美
術
、
体
育

は
、
全
く
ダ
メ
で
、
ペ
ー
パ
ー
テ
ス
ト
に
救
わ
れ
た
。
右
脳
系
は
全
く
で
き
な
い
が
、
最
低
限
の
教
養
は
身
に
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つ
い
た
。

　

体
育
の
授
業
は
、
年
中
見
学
で
、
成
績
は
い
つ
も
五
点
法
の
二
、
参
加
で
き
る
種
目
は
ゼ
ロ
、
仕
方
が
な
い

か
ら
運
動
場
を
歩
い
て
い
た
。
腕
が
強
か
っ
た
の
で
鉄
棒
だ
け
は
で
き
た
。

　

大
学
で
は
教
養
の
体
育
が
必
須
科
目
に
な
っ
て
い
る
。「
君
は
競
技
が
で
き
な
い
だ
ろ
う
か
ら
、
審
判
を
し

な
さ
い
。
で
き
な
け
れ
ば
、
試
合
の
点
数
板
を
書
き
入
れ
な
さ
い
」
と
言
わ
れ
た
が
、
そ
の
ど
ち
ら
も
で
き
な

い
。
必
須
科
目
な
の
で
こ
れ
を
落
と
す
と
卒
業
で
き
な
い
が
、
出
席
し
て
見
学
す
る
だ
け
で
合
格
点
を
い
た
だ

い
た
。

　

い
つ
の
時
代
で
も
、
小
中
学
校
児
童
の
教
育
に
「
健
康
体
力
づ
く
り
」
は
最
大
の
テ
ー
マ
で
あ
る
。
強
い
身

体
」
は
生
涯
の
財
産
で
あ
る
。


